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classi丘edintotheSouth-Halmahera-WestNew Guineagroup ofthe Indonesian
languages,itwasnotbasedonthereliablecomparativeinvestigation･ Forthe
purpose ofdetermining the genealogicalrelationship ofthese languages,by
comparingBulinese,whoseWordlist(1940)andGrammar(1951)Werepublished




thePolynesianlanguagesdiferfrom theothersin pointofthe unificatoin of
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の分類はこの説 とも全 く相反 している｡10)
さて,Meillet/Cohenによってインドネシア語派に属するとされ,Salznerは西ニューギニ
ア語群の一部をなすとした南部の主な言語には, Buli,Wajamli(Jawanli),Maba,Bitjoli
(Ingli),Patani,Sawai,W eda (W ere),Gani(Game),Makian,Kajoaなどがある｡ この中













































れる｡13)奇妙なことに Salznerの分鞍においては,ブ 1)語が-ルマ-ラの北部 ･南部の両言語
に現われる｡14) このような大きな ミスは,彼が分類を行なうに際 して言語の比較によるのでな


















人でなかったことは, その系統説についても Salznerの説に見られたように, ニューギニア
の言語と密接な関係にありインドネシア語派からメラネシア語派-の過渡的言語と見る従来の












































これ らはインドネシア語の語桑 と全 く同じ語形 ･音韻をしている｡ このような例はまだほか






の言語 と同様に,ブリ語 も単純 ･単層的な言語ではない｡
なお,-ルマ-ラ島は,既に古 く,島民間の交易語であったインドネシア (マライ)語の勢
力を強 く受けたことが考えられ18), また,歴史的に比較的新しいところでは,16世紀,香料諸






















れた共通祖語の音韻と引き合わせると,事情はやや複雑である｡21) 例えばマライ ･ポ リネシア
請 (MP)再構形 *bat′i((秩)はブリ語 (Bl･)basiであり,MP*batu((石)は Bl･pa(atであ















この現象は,MP の個々の言語において,具体的に鼻音代償 ≪NasalerErsatz≫ また鼻音増



















に見 られる語中の 一mb-,-mp-はそのことを示しているO古い MP の語根は *buk,*pitで
あったのである｡ このような形態音韻論的な前鼻音化現象の意味的機能が何であったのかは,
現在,明らかではない. しかしこれが元来強調を意味 したものとすれば23),それは意味的範噂










(substratum) となった言語は, ポ リネシア語的な- MP から現在のポ リネシア話語-移行
する途中の過程の姿を留めるような- 言語であった｡ 次に MP共通祖語の音韻に対するブ
リ語の表層(表)･基層(塞)語の対応音韻,および参考としてインドネシア語派 (IN)を代表さ
せてインドネシア語 (In･), メラネシア語派 (MN)のフィジ語 (Fi･), ポ リネシア語派 (PN)
のサモア語 (Sm.)のそれを示す｡25)
MP Bl.(秦) Bl･(基) IN:In･ MN:Fi･ PN:Sm･
(1) *p p f
(2) *b b p
(3) *t t t
(4) *d d l
2 b,P(p) V':') f
≡ t t t
l d,(t) r 1
23) Dempwolff(1937),IIBand,p･8･Dempwolffは HDelntensieveofActiviteitsvormenin

















































































¢S) *u u u,o
鯛 *a a(a) 9,u,o








































































(ii):Cl′VC3′は *C2が Bl･で (に変化する音素である場合,例えば *苫akitは *(a(itを
経て Bl･(atく筏)となる例において見られる｡ またそのような *C2 をはさむ母音が前後とも
同じ母音の場合,母音縮合 (crasis)が起 こり音声学的な長母音 【a･】,すなわち Cl′Ⅴ(VC3′が
現われる｡ *ba苫at(北西モンスーン)>pa(at(西)｡ただし,Cl′VC2′の形式においてもMP
*CIVCBVC3 の *C2をはさむ *V が二個 とも*aの場合,Bl･で一般的に La,]となるがこの変
化は語末の *-VC｡を落 としたために起 こった代償的延長 (compensatorylenghthening)によ
るものである｡*babah>pa(ap(下),*t'alah>sa(al(誤 り)0
(iii):MP*C3が *h,辛(,*yの場合は(ii)の形式とな り,それ以外の語末子音が立つ時には
(iii)の形式になると大略いえるが, 例外は多いO *taluyに対して tolo,ta(al(那)のように





の語末 *C,が *一m,*-n,*一勺の場合は,Bl.においてそれを保持している例が多い- すなわ
ち *CIVC乏VC3>Cl′VC2′VC3′であって MPの形式は変わらない- ,これはこの三音が比較
的変化しにくい音であるため基層語においてその消失が遅 くまで徹底しては行なわれなかった
こと, さらに, 新たな表層語の音韻 ･音節形式の影響下に入ったためその消失の進行が抑制







26) MPの古い段階には弁別的に機能するアクセン トがあ り- すなわち,この場合*cVCVC- その
名残りであろうか｡そのアクセントとは,現代タガログ語に見られるような stressaccentであった































は (usnut,Kajoa語は (usnodでありこの Sは *g′に当たるものであろう｡〔ミクロネシアの
















なお, *苫umah(餐)は Bl･でそれに当たる語はないけれ ども ((eba(i(寡)),Gani語で
(umはその対応形｡なお,Bl･rum乱(家)は表層語 (Ⅵ 1.参照)｡
48) *h:*hud′an>(ulan(雨), *(hat′ap>(mama-)ya(as(煙), *huqa】コ>(ulag(海老),
*(hatay>yata(iく肝)(Ⅵ 4.参照) ;*paha((下肢)>丘(a(股骨), *tahu(>to(o(知る);
*d′a(uh>la(u(遠い),*bu(ah>pi(o(実),*(ayah(父)>(aye(e(お母さん(呼掛け語))｡
(19) *m:*manuk>mani(鳥), *matay>mat(死ぬ);*lima(>lim (5);*qalam>lolo
(内),ただし,*(∂nam>wonam (6),*(ta-)d′im>(mda-)lim (鋭い)0




MP *((i-)num く飲む)に対する BLは dom である｡ *n>dは例外となるが,北′､ルマ-

























(7)*k(8)*gの区別のうち,ブ1)語は *pと*bの対立を残 している点では古風である｡31) ただ
し,(17)*招こ対してポ 1)ネシア･メラネシア諸言語と同じく,¢(あるいは,非子音的な Jakobson






MP *CIVC2VC3>Cl′VC{VC3′ ･･･- (iv)
>Cl′VC2'Ⅴ --･(V)




に注意 しなければならない｡すなわち,(Ⅴ)は MPC3が *(の時に限って現われるのであ り,
(iii)は *C3が *h,*y,*(以外の子音である時にこの形を取るのである｡
































































































現われる音節構成法であるo このよ うな CVCV(CV)化-の傾向が,上に掲げた 1.の場合






ブ1)語において, 例えば p∂S(粉砕する), yap(火)は MP *pak′ah,*(apuy に由来し,
またその音節形式 もこの場合基層語 として規則的に(ii)となっている｡ しかし, MP*pは基










































2.物 (家 ･舟など),道具 (ナイフ･衣炉 ･武器など)に関係する場合.
(eba(i(家)に対して yanih(eba(i(私の家),(am'm (eba(i(君の家),(ini(eba(i(彼の家)
となる｡ 1.で見られた ya--･k,(a---m,(iが niという属格指示辞 ≪genitiefaanduider≫










piqe(栄)に対 して yanahpine(私の米),(a,Ham pine(君の米),(inapi°e(彼の米) と




できびしく行なわれている (例えば,フィジ ･キ リウィナ語はヰ種別40),ナウル語は 3種別41))｡
しか しメラネシア語の場合,それぞれ類別せ られた被所有者 (物)に対 して形態的に異なった
独立の所有代名詞形があるのに対 し- 母音交替 ≪Umlautung≫的である場合が多い- ,ポ
リネシア語派に属する言語においてはイ ン ドネシア語で見 られたように人称代名詞の独立形
((aku,---)が所有代名詞としてもあらゆる被所有者 (物)について用いられ,その類別は 2
種類の属格指示辞 a,Oによってしかなされないことである｡ 例えば,サモア ･-ワイ語など
がそうである042)(Milner43) はサモア語のそのような区別が所管的 (control),非所管的 (lack
ofcontrol)によるであろうことを示唆 している｡)ポ リネシア語は一般的に独立の所有代名詞
はなく属格指示辞 a, Oによって 2桂の類別をする点に特色がある｡ とすれば,ブリ語の場合,
一見その構成法においてメラネシア語に近い姿を保ちなが らも2.3.の例で見 られたようにそ
こに現われる ni,na という同じく属格指示辞の存在は, ポ リネシア語の現象 と機能的に共通
したものをうかがわせるのである｡4〕メラネシア語の所有代名詞形には原則としてこのような
属格指示辞は関与 しない｡
ブリ語は以上のように文法現象の基本的構成法において も,基層語 となった言語がポ リネシ
ア語的な言語であることを明らかに示 している｡



















お あ り に
ブリ語は一見インドネシア語に近い言語のように見え,これをインドネシア語派に属する一
言語のように考えた人 もいた｡しかしブリ語におけるインドネシア語的なものを表層語 として
取 り除 くと,後にはインドネシア語とは異なった真に本質的 ･基質的なもの,すなわちポリネ
シア語的な姿が現われてくる｡それはブリ語の基層語となった言語である｡ブリ語は-ライ ･
ポリネシア語族に属する言語であることは明らかである｡しかし,チャム語45)･パラウ語46)な
どと同じくこの言語 も重層語 ≪unelanguea･doublecouche≫ としなければならない｡
ここに一つの仮説が許されるならば,いわゆるオセアニア語 (メラネシア ･ポ リネシア諸言
請)はその分布の過程において′､ルマ-ラ島を通過 したのではなかろうか｡ (さらに古いこの
言語の故地 としては, アジア大陸内陸部説にいちおう従っておく.) 現在の-ルマ-ラ島北部
に見 られるパプア語は,既にそれ以前からこの地に定住していた民族の言語の名残 りであろう｡
-ルマ-ラ島は,現在,インドネシア,メラネシア ･ポリネシア各語派の接点となっているが,
ここがそのような民族移動の要となったことは,その地理的位置からしても想像に難 くない｡
また,ポ 1)ネシア語に特徴的な音韻現象 (特に,☆d,*中,*1,*1の同一化)はブリ語に見られたよ
うに,既に-ルマ-ラ南部において醸成せられていた｡ただし,音韻 ･文法現象から見て,そ
れ以前に現在のメラネシア語族は既に分出を終えていたであろう｡そのようなポ リネシア語を
持った民族は東の現在の地-,あるいは一部は南-と拡散 していった｡47) しかしブリ語となる
べきその前身的言語は,その変化の途中において,既にマライ ･ポ リネシア共通祖語から分派
し北方 ･西方にあってインドネシア語派を形成していた言語からの新たな返 り波を漸次的に受
けてゆき,それは表層語となって,基層語との問に相互影響を繰 り返しつつ今日あるようなブ
リ語が形作られていったと考えられる｡
45) 泉井(1949),pp.115-144;泉井(1958),pp･1015-1016･
46) 泉井(1958),p･1037･
47) ApaKHH,B.A.1965.Hft∂ofie3LllicfCaeH3bLfCu･MocKBa･pp･46147･においてパウロヒ (nay刀0ⅩH)
語のMP共通祖語-の対応音素が掲げてある｡それによると*1,*1,*d,*¢>1であってやはりポリネシ
ア語的な特徴を備えている｡ しかし彼は実例による根拠を与えていない｡パウロヒはモルツカス諸島
中央部にあるセラソ (Seran)島の-地名で,Salzner(1960)の分類ではその言語名は出ていないが,
インドネシア語派東インドネシア語群の西セラン話語に属することになる｡
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